
広島大学では，Society5.0の国際展開による SDGs達成を担う国際協力人材の育成、及びポスト SDGs

の議論を主導する Peace and Sustainability国際拠点の形成を目指し，2022年 4月に，全学のグロー

バル化を先導しながら国際貢献に資する実践研究と人材養成を行うための教員配置を伴う全学組織と

して「IDEC 国際連携機構」を設置しました。 

IDEC国際連携機構には現在 4つのセンター：Center for the Study of International Cooperation in 

Education （CICE），Center for Peaceful and Sustainable Futures (CEPEAS)，Center for the Planetary 

Health and Innovation Science (PHIS), Phoenix Center for Global Leaders (PCGL)があります。 

本募集では PCGL の機能を拡充し，重点化するために，Center for Global Partnership（CGP）(仮) 

にセンター名を変更し，新たに 3名の教員を国際公募します。 

広島大学 IDEC 国際連携機構長 市橋 勝 
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関 係 各 位 

広島大学 IDEC 国際連携機構 機構長 

 市橋 勝 (公印省略) 

広島大学 IDEC国際連携機構特任教員等の公募について（依頼） 

拝啓 時下ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて，この度本機構では，下記の要領で教員を公募することとなりました。 

 つきましては，関係者各位へ周知いただくとともに，適任者の推薦及び応募についてよろしくお

取り計らい願います。 

敬具 

記 

１．所属（配属） 

広島大学学術院 IDEC国際連携機構 Center for Global Partnership（CGP）(仮) 

２．職名・人員 

特任教授，特任准教授又は上席特任学術研究員（特命教授） 3名（フルタイム契約職員） 

①Chief Sustainability Officer １名

②Chief Peacebuilding Officer １名

③Global Internship Coordinator １名

※採用時の業績審査により，上記職名のいずれかに決定

※上席特任学術研究員となった場合，「特命教授」の称号を授与する予定

３．採用予定年月日 

2024 年度中のできるだけ早い時期 

※採用日については相談可

４．雇用期間 

  採用日から 2028年 3月 31日まで 

  （1）雇用期間の更新はありません。 

（2）科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法律第 15 条の 2 の適用を受けるため，労

働契約法第 18 条第 1 項に規定する無期転換申込権発生までの期間は 10 年となります。

５．専門分野 

①サステイナビリティ学（Sustainability science）あるいは Sustainabilityに関する超学的

な研究が可能な学問分野

②平和研究（Peace Studies）あるいは Peaceに関する超学的な研究が可能な学問分野

③地球規模課題解決のためのグローバルリーダー育成に関する学問分野



６．業務内容 

次のいずれかを担当する。 

① Chief Sustainability Officer として，SDGs 目標達成に貢献する全学的な取り組みを主導すると

ともに，教育，研究，社会貢献といった学内の様々な活動が SDGs 目標達成に資する実践とな

るべく，総合的な企画・調整・評価を行い，さらに，それらに必要な教育研究を行う。

② Chief Peacebuilding Officer として，自由で平和な社会実現に貢献する全学的な取り組みを主導す

るとともに，教育，研究，社会貢献といった学内の様々な活動が自由で平和な社会実現に資す

る実践となるべく，総合的な企画・調整・評価を行い，さらに，それらに必要な教育研究を行

う。

③ Global Internship Coordinator として，IDEC 国際連携機構のミッション「Society5.0 の国際展開

による SDGs 達成を担う国際協力人材育成」に関する全学的な取り組みを主導するとともに，

グローバルリーダー育成のためのインターンシップ事業を企画・調整・評価し，それらに必要

な教育研究を行う。

また，①から③に係る共通業務として，広島大学 IDEC 国際連携機構の各センター(Center for 
  the Study of International Cooperation in Education(CICE)，Center for Peaceful and 
  Sustainable Futures (CEPEAS)，Center for the Planetary Health and Innovation Science 

(PHIS)) 及び The Network for Education and  
Research on Peace and Sustainability (NERPS)の他の研究者とともに，持続可能性や平和 
構築を先導する学際的・超学的な研究プロジェクトに取り組む。

※詳細については，別紙「職務の内容」をご参照ください。

７．担当科目 

(1) 教養教育科目：「海外短期研修(START) A～C」（海外への学生引率を含む），「オンライ

ン国際協働演習（e-START）A 及び B」または「海外派遣・留学入門」いずれか

(2) 学部（専門教育科目）：未定（調整中）

(3) 大学院（博士課程前期）：スマートソサイエティ実践科学研究院科目 等

(4) 大学院（博士課程後期）：スマートソサイエティ実践科学研究院科目 等

(5) この他，教養教育科目や他の学部・大学院の専門教育科目も担当することがあります。

８．応募資格 

(1) 博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者，又はこ

れと同等の能力があると認められる者。

(2) 英語による教育・研究指導ができること。

(3) 6.業務内容の①から③のうち，いずれかを担当できること。

９．応募書類 

以下の項目を含む履歴書（任意様式） 

(1) ORCID と ResearcherID（ORCID webページおよび Clarivate Analytics社より取得可能）

(2) 研究業績一覧（各研究業績に番号を付け，Web of Science/Scopus に収録されている雑誌のタイ

トルにはアンダーライン，主要研究業績５点には番号の冒頭に＊印を付けること。）

(3) 教育上の主要な業績一覧

(4) 社会貢献に関わる主要な業績一覧

(5) 最近５年間における外部資金の獲得実績一覧

(6) 着任後の研究・教育に対する抱負と計画（2,000～3,000字）

※必要に応じて，追加資料を求めることがあります。



10．応募期限 

2024 年 4月 8日（月）24:00（日本標準時）（必着） 

11. 応募書類送付先

以下のアドレスに電子メールで提出して下さい。

（メールの件名は“Application documents [Your family name]”とすること）

広島大学 IDEC国際連携機構 機構長  e-mail: idec-cgp@hiroshima-u.ac.jp

12．選考方法 

(1) 書類審査及び面接

必要に応じて面接を行うことがあります。その形式について，別途応募者に個別に連絡し

ます。海外の方にはオンラインによる面接も対応可能です。

ただし，交通費等は支給できませんので，あらかじめ御了承ください。

（2）広島大学は，男女共同参画を推進しています。本学は，「男女共同参画社会基本法」の趣旨

に則り，業績（研究業績，教育業績，社会貢献等）及び人物の評価において同等と認めら

れた場合は女性を採用します。 

13．勤務形態 

勤務時間： 8:30〜17:00（月〜金），休憩時間 12:00〜12:45 

勤務日は，原則として月曜日から金曜日（祝日を除く）です。 

休日は，原則として土曜，日曜，祝日，年末年始（12/29～1/3）となります。 

専門業務型裁量労働制の適用に同意した場合は，1日 7時間 45分働いたものとみなされま

す。 

14．勤務地 広島大学東広島市鏡山 1-5-1（東広島キャンパス） 

15．給与等 

(1) 採用となった方には，年俸制が適用されます。

(2) 「広島大学教育研究系契約職員の任免・給与及び労働時間・休日・休暇に関する規則」

によります。

(3) 文部科学省共済組合，厚生年金保険，労災保険，雇用保険等の社会保険に加入

(4) 採用となった方には，本学の規則に基づき，採用に伴う旅費を支給できる場合があります

のでお問い合わせください。

16．募集者名 

国立大学法人広島大学 

17．その他  

(1) 試用期間：あり（６月間）

(2) 応募書類により取得する個人情報は，採用者の選考及び採用後の人事・給与・福祉関係に

必要な手続に利用するものであり，この目的以外で利用又は提供することはありません。

なお，採用に至らなかった方の応募書類は，当該採用選考業務終了後，適切な方法にて破

棄いたします。

(3) 広島大学では全ての大学教員は「学術院」に所属し，学部，研究科，研究院，病院などの

教育研究組織に配属されます。

(4) 配属された教育研究組織の教育・研究に従事することになりますが，教養教育科目や他の

教育研究組織の教育・研究，全学事業を担当することもあります。



(5) 広島大学は，2020年 1月からキャンパス内全面禁煙となっています。

18．問い合わせ先 

広島大学 IDEC国際連携機構 

E-mail: idec-cgp@hiroshima-u.ac.jp
TEL: +81-(0)82-424-6963（サポートデスク） 

URL: https://idec.hiroshima-u.ac.jp 

◇IDEC 国際連携機構の組織，およびプロジェクト等に関する概要

◆2020 年度：25 年以上にわたり英語で完結する文理融合・実践型教育によって国際開発人材育成に取

り組んできた大学院国際協力研究科（IDEC）の資産とブランドを継承し，Society5.0 の国際展開によ

る SDGs 達成を担う国際協力人材育成へと展開するため，「IDEC 機構」を設置。

◆2022 年 4 月：「IDEC 機構」の機能強化を図り，全学のグローバル化を先導しながら，国際貢献に資

する実践研究と人材養成を行うため，教員配置を伴う全学組織として「IDEC 国際連携機構」を設置。 
同機構をトランスディシプリナリー教育研究を行う本学の学内共同教育研究施設として位置づけると

ともに，第４期中期目標期間を通じたポスト SDGs を主導する世界的な Peace and Sustainability 拠点

として，新たな発展・展開を目指す。

◆2022 年度：IDEC 国際連携機構は，そのミッションの実現に向け，国内外での認知度の向上を目指す

3 つのセンター（Center for the Study of International Cooperation in Education (CICE), Center for
Peaceful and Sustainable Futures (CEPEAS), Center for the Planetary Health and Innovation on
Futures (PHIS)を整備。

◆2023 年度：これら 3 つのセンターをまたぐ機構内横断組織として Phoenix Center for Global Leaders
（PCGL）（※センター名考案中）を設置。

◆各センターの説明

・CICE：1997 年に設立され，教育における国際協力に関する世界的および国内的な対話のフォーラム

を提供しつつ，教育研究と実践，政策活動，知識の普及を通じて SDGs の達成に貢献することを目指

す。

・CEPEAS：平和と持続可能性に関連するさまざまな課題に関して，利用可能な国際的な専門知識を基

盤とし，政策決定に必要な情報を提供し，学際的な研究，支援，教育活動を実施することで卓越した

研究拠点となることを目指す。

・PHIS：人間・社会・自然生態のトータルな健康を地球規模で目指す「新しい融合科学」への世界的挑

戦を使命とし，理学・工学・農学・健康科学の専門領域を連携させた学際的研究拠点を構築すること

を目指す。

・PCGL：上記 3 つのセンター（CICE, CEPEAS, PHIS）を横断し，国内外の企業や各国の中央省庁，

地方自治体などの幹部等を対象にした研修（エグゼクティブ教育）等を実施し，高度人材を育成する。

国際機関との連携によりポスト SDGs を議論・立案するとともに，国際規模課題への対応をミッショ

ンとする国際機関への教職員の派遣，学生の海外派遣と留学生の国内派遣の両方のグローバルインタ

ーンシップを集約して管理運営する。

広島大学 IDEC 国際連携機構については，以下の URL 先をご覧ください。

https://idec.hiroshima-u.ac.jp/about/ 
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職務の内容 

●Center for Global Partnership（CGP）（仮）のミッション（共通業務）
・国内外の企業や各国の中央省庁、地方自治体などの幹部等を対象に、喫緊の課題に対応
する教育内容のカリキュラムを開発し、学生や社会人などに対して幅広い短期研修（エ
グゼクティブ教育、リカレント教育、サマーコース）を英語で実施する。（エグゼクテ
ィブ研修）

・本学の多様なグローバルインターンシップ（本学学生の海外インターンシップ及び本学
留学生の日本国内インターンシップ）を一元的に集約して管理・運営するとともに、新
たなグローバルインターンシップを企画・実施する。（グローバルインターンシップ） 

・地球規模課題への対応をミッションとする国連関係機関をはじめとした国際機関との
関係を構築・強化しつつ、国際機関に教職員を中長期派遣する。（国際機関派遣）

１．Chief Sustainability Officer 
(1) Chief Sustainability Officer として，SDGs目標達成に貢献する全学的な取り組み

を主導するとともに，教育，研究，社会貢献といった学内の様々な活動が SDGs
目標達成に資する実践となるべく，総合的な企画・調整・評価を行い，さらに，そ
れらに必要な教育研究を行う。

(2) 広島大学 FE・SDGs ネットワーク拠点(NERPS)を担当し、Chief Sustainability
Officerとしてその取組に参画する。

(3) 本学が進める SDGs に関する取組の推進を Chief Sustainability Officer として支
援する。
① カーボンニュートラルの実現（東広島キャンパスで使用するエネルギーのカー

ボンニュートラル化）
② スマートキャンパス 5.0 の実現（Society5.0を実装したキャンパス）
③ 広島大学スマートシティ共創コンソーシアム（スマートシティの形成）

(4) CGP（仮）のミッションの達成に向けた業務（エグゼクティブ研修、グローバル
インターンシップ、国際機関派遣）を行う。

(5) スマートソサイエティ実践科学研究院で展開されるトランスディシプリナリーな
プログラムを、社会ニーズを踏まえて常に新しいプログラムにアップグレードす
るとともに、サーティフィケートコースを企画・実施し、学位プログラムへと発
展させることを目指す。

(6) 上記活動に関連する学術論文（SCI に登載されるもの）を執筆する。

２．Chief Peacebuilding Officer 
(1) Chief Peacebuilding Officer として，自由で平和な社会実現に貢献する全学的な取

り組みを主導するとともに，教育，研究，社会貢献といった学内の様々な活動が自
由で平和な社会実現に資する実践となるべく，総合的な企画・調整・評価を行い，
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さらに，それらに必要な教育研究を行う。 
(2) 広島大学 FE・SDGs ネットワーク拠点(NERPS)を担当し、Chief Peacebuilding

Officerとしてその取組に参画する。
(3) 本学が進める SDGs に関する取組の推進を Chief Peacebuilding Officerとして支援

する。
① 広島大学平和企画
② Peace Study Tour
③ Peace Lecture Marathon

(4) CGP（仮）のミッションの達成に向けた業務（エグゼクティブ研修、グローバルイ
ンターンシップ、国際機関派遣）を行う。

(5) スマートソサイエティ実践科学研究院で展開されるトランスディシプリナリーな
プログラムを、社会ニーズを踏まえて常に新しいプログラムにアップグレードする
とともに、サーティフィケートコースを企画・実施し、学位プログラムへと発展さ
せることを目指す。

(6) 上記活動に関連する学術論文（SCI に登載されるもの）を執筆する。

３．Global Internship Coordinator 
(1)以下に例示する本学の多様なグローバルインターンシップ（本学学生の海外インタ
ーンシップ及び本学留学生の日本国内インターンシップ）を一元的に集約して管理・ 
運営するとともに、新たなグローバルインターンシップを企画・実施する。
①グローバルインターンシップ（G.ecbo）
②国際公務員育成特別プログラム（YPPCIO）
③国際環境リーダー育成特別教育プログラム（GELs プログラム）
④文部科学省「大学の世界展開力強化事業」で実施するインターンシップ

(2)アリゾナ州立大学の School for the Future of Innovation in Societyとの姉妹協定に
基づき、スマートソサイエティ実践科学研究院を中心として Inquiry based learning
を実施する。

(3)CGP（仮）のミッションの達成に向けた業務（エグゼクティブ研修、グローバルイ
ンターンシップ、国際機関派遣）を行う。

(4)大学院課程で展開する特別教育プログラムをアップグレードするとともに、ノンデ
ィグリーサーティフィケートコースを企画・実施する。

(5)上記活動に関連する学術論文（SCI に登載されるもの）を執筆する。

※広島大学 FE・SDGsネットワーク拠点(NERPS)
広島大学の全学的な SDGs 活動を束ねる組織として、多様なアクターとの連携を土台と
したトランスディシプリナリー研究「Peace and Sustainability」の推進、本学独自の評価
指標を活用した SDGs貢献度の可視化事業など、特色あるさまざまな取組みを実施。 

【参照 URL】 https://nerps.hiroshima-u.ac.jp/ 
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